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に掲載された狩猟者へのヒアリング調査に基づいたものであり，その結果は，1992 ～ 1997 年













いて」（以下「北海道（2015）」）を 2015 年 12 月 2 日に公表した．その結果は，平均値±上限・













































「渡島半島地域ヒグマ保護管理計画（第 2 期）」（以下「北海道（2010）」）においては，2008 年 1






















際して，年間の新生子数を 300 ～ 315 頭と想定した場合，1,880 ～ 2,285 頭であるとしている．




果は，前述のように北海道全域では，1992 ～ 1997 年で 1,760 ～ 3,630 頭，2012 年で 2,240 ～
6,455 頭と公表されている．しかしこのままの数値では 2012 年の上限値が独り歩きしてヒグマ
の生息数が増加していることの根拠資料とされる恐れがあった．ここでは，客観的な検討を加え
るために筆者が算定した中央値 1992 ～ 1997 年で 2,695 頭，2012 年で 4,347 頭を併記する．




（2010）の渡島半島地域の生息数について，0 歳を含んだ再推定を行うと 1000 ± 500 頭になると
している．


















　表 2 と表 3 を比較すると，北海道（2015）は，過去に遡って 1990 年時点の生息数を大幅に引
き上げたことがわかる．1990 年時点の印象を記憶している人は殆どいないため，北海道庁は，
これが当時の実感に合っているかどうかは誰にも分からないと考えたのかもしれない．2012 年





る．北海道（2014）における生息数の推定値は，1992 ～ 1997 年の調査結果に対して，2012 年に







暦年 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008









渡島半島地域 280 ～ 540（410） 800 ± 400（1 歳以上） 380 ～ 890（635）
積丹・恵庭地域 80 ～ 190（135） － 120 ～ 320（220）
天塩・増毛地域 70 ～ 140（105） － 130 ～ 325（228）
道東・宗谷地域 880 ～ 1,920（1,400） － 1,150 ～ 3,390（2,270）
日高・夕張地域 450 ～ 840（645） － 460 ～ 1,530（995）










渡島半島地域 1,000 ± 200 800 ± 400（1 歳以上） 1,400 ± 600
積丹・恵庭地域 300 ± 200 － 800 ± 600
天塩・増毛地域 300 ± 200 － 1,000 ± 700
道東・宗谷地域 2,300 ± 1,000 － 4,200 ± 2,800
日高・夕張地域 1,800 ± 700 － 460 ～ 1,530（995）
（日高地域） （1,500 ± 600） － （2,800 ± 1,600）
（夕張地域） （300 ± 100） － （500 ± 300）











































































　生息数推定値の推移をグラフ化したものが図 4，捕獲率の推移を示したものが図 5 である．図
4 における各値のグラフの形状は北海道（2015）に掲載されたグラフの形状とは若干，異なるも
のの，ほぼ再現に成功している．
　これらと整合的な自然増加率は平均値で 7.6％，上限値で 6.7％，下限値で 9.9％と異なってい
る．北海道（2014）の結果から推定された数値と比較して自然増加率が低めに設定されているこ






















































境収容力を考慮することの重要性を示している．van Manen et al.（2015, pp.17-19）は，イエ
ローストーン国立公園よりも広い地域である Greater Yellowstone Ecosystem における灰色ク
マの生息数は保護が始まって以降，順調に増加して，1983 年～ 2001 年の間の増加率は年 4.2 又
は 7.6％であったものの，2002 年～ 2011 年の間は年 0.3 又は 2.2％へと低下したと指摘する22．











































を基に計算機実験を行い，渡島半島地域の 1968 年以降の生息数を計算することで 2008 年31 の 1







　Ohta et al.（2012, p.23）においては，生息数動態モデルを用いて構造的要因を考慮したシミュ
レーションにより，渡島半島地域のヒグマの雌の生息数推定値と捕獲数動向をグラフで提示して
いる．そこからは，1987 年で 250 頭程度，2009 年で 350 頭程度であることが読み取れる．筆者
がこの結果から自然増加率を概算すると 5.2％程度になっている．この推定は順応的管理
（adaptive management）の基礎資料として作成されたものであり，増加率と水準値を見ても妥





















































　ヒグマは絶滅していないので，初期値が 4,500 頭以上の場合の，対応する捕獲率の推移を図 7
に示す．なお，初期値が 4,000 頭の場合は捕獲率が 40％程度にまで上昇するので，現実妥当性
が低いものとして掲載していない．図 7 からヒグマの捕獲率は，従前は 10％を下回っていたが，
近年は急速な上昇を示していることが分かる．
　従って，最も現実的なシナリオは，自然増加率を年 7.6％と設定した場合，1990 年の初期値
4,500 頭，2012 年の終端値 4,000 頭である．ヒグマは 1990 年代から 2000 年代前半は緩やかに生





































































































５　2000 年は調査結果がとりまとめられた時期であり，実際の調査年次は 1992 ～ 1997 年であることが北
海道環境科学研究センター（2000），環境省自然環境局生物多様性センター（2011）により判明して
いる．
６　「ヒグマの数　実は 2 倍？」（日本経済新聞 2013 年 6 月 27 日）によれば，2012 年の生息数推定値は
2013 年 6 月 26 日の道議会で報告されたものであり，2012 年 9，10 月に道内の狩猟者 5,800 人に郵送
で質問票を送付して居住する自治体のヒグマ生息数を聞いたものである．
７　「ヒグマの数　実は 2 倍？」（日本経済新聞 2013 年 6 月 27 日），「北海道，ヒグマ何頭？」（日本経済















求められる増加率‐死亡率）を想定する．これは固有の増加率（intrinsic rate of increase）として
扱われることが多い． 従って，食糧資源の状態といった外部的（extrinsic）要因は別途考慮される必





18　間野（2016, p.438）は，2000 年頃までの推定結果を踏まえて，北海道全域で 2,000 ～ 4,000 頭程度の
値で，実際の個体数も数千の位と考えるのが妥当としている．
19　「春グマ猟全面解禁への布石か＠北海道」（2015 年 12 月 7 日），ブログ ｢ 新・新・優しい雷 ｣
　　http://gentlethunder.sblo.jp/article/169404767.html（2017 年 2 月 5 日最終閲覧）
19
北海道庁によるヒグマ生息数の推定値の批判的検討
20　環境省自然環境局生物多様性センター（2011, pp.142-143）が 2000 年以降の各府県のツキノワグマの
生息数推定値の合計に推定値を公表していない都県の外挿による推定値を加算した合計値は，中央値
で 19,423 頭となっている．この数値は重複推定の問題は排除されていない．対応する時期の捕獲数は
環境省自然環境局生物多様性センター（2011, pp.173）では約 2,000 頭なので捕獲率は約 10％となる．
21　藤田（2005）は，ツキノワグマは繁殖率が低く，初産年齢 4 ～ 5 歳，出産頭数 1.8 頭 / 回，出産間隔
2.5 年，生息密度は低く，0.1 ～ 0.4 頭 / 平方 Km，自然増加率 5％ / 年としている．太田（2014）の
第 2 章では，四国のツキノワグマを対象とした自然増加率を Leslie 行列の固有値から求めており，年
率でブナ類の凶作時は -10％，並作は 3％，豊作は 7％としている．
22　ここでの増加率は自然増加率ではなく有害捕獲等による控除を考慮した数値である．Greater 
Yellowstone Ecosystem では灰色クマの狩猟は禁止されており，灰色クマの有害捕獲数等は
Interagency Grizzly Bear Study Team（2012）の AppendixC, D 及び Bjornlie et al.（2015）に記載
されている．
23　 北 海 道 の シ カ の 生 息 数 を 構 造 モ デ ル と ベ イ ズ 法 を 用 い て 推 定 し た Matsuda et al.（2002），
Yamamura et al.（2008）においても，初期値の設定は慎重に行われている．
24　人工知能（AI）が導く結論は途中の計算が複雑で理由を後から説明することが難しく，「新たなブラッ
クボックス」と呼ばれる（「AI と世界 2045 年を探して 3」（日本経済新聞 2016 年 11 月 6 日）．ここで








紹介している．また，釣賀，間野（2008, p.93）の図 2 は，渡島半島地域のヒグマ個体群は他とは生
息域が断絶していることを示している．
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